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チン量を免疫比濁法により測定した (n = 8)。更に，接着が有意に低下していた分裂病線維芽細胞 4 例を用いて，
細胞播種後にメディウム中に分泌されたファイブロネクイン量と細胞ライセートにおけるファイブロネクチン量を，
経時的に48時間，同様の測定法を用いて測定した。
免疫組織化学およびウエスタンプロット法:接着関連蛋白であるファイブロネクチン， インテグリン (VLA5) ， Foｭ









意な接着率の低下を認めた (P<0.05 ， n = 16)。細胞播種後90分では両群共に90%以上の細胞が接着を完了しており，
両群聞に有意差を認めなかった。また，播種した細胞の50%が接着を完了するのに要する時間は，対照群で平均12.0
分であったのに対して，精神分裂病群では平均27.3分を要し，精神分裂病群で有意にその接着が遅延していた
(P<0.05 , n = 16) 。
免疫比濁法によるファイブロネクチン量の測定:定常状態においてメディウム中に分泌されたファイブロネクチン量
は，対照群および精神分裂病群でそれぞれ1.97 ::1= 0.23 (μg /ml/105 cells/48 hours. n = 8) , 2.42:1=0.42 (μg 
























として，インテグリン， Focal Adhesion Kinase (F AK)，タリン，ビンキュリンなどの接着関連蛋白およびフォド
リン， ビメンチン，アンキリン，プレクチンなどの細胞骨格蛋白について免疫組織化学的手法，ウエスタンプロット
法，免疫比j罰法などを用いて比較検討した。その結果，精神分裂病線維芽細胞では，初期接着期のファイブロネクチ
ン分泌が有意に低下していた。本研究の結果は，精神分裂病線維芽細胞では細胞接着によりトリガーされるファイブ
内べ
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ロネクチン分泌までの経路に異常があることを示唆しており，精神分裂病者の細胞レベルでの機能異常を示唆した興
味深い研究である。本研究で示された細胞レベルで、の機能異常は，精神分裂病の病態生理を理解していくための基礎
的な生物学的データとなり得ると考えられ，本研究は学位の授与に値するものと考えられる。
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